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Ｊ
Ｒ
熊
野
市
駅
前
に
建
設
し
て
い
た

「
熊
野
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
完

成
し
、
10
月
３
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
市
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
外
観
を
備
え
た
、
市
街
地
活
性
化

の
中
心
と
な
る
施
設
で
す
。

「
熊
野
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」
は
、

交
流
部
門
と
図
書
館
部
門
か
ら
な
り
、

文
化
面
で
の
集
客
交
流
の
拠
点
と
な
り

ま
す
。
１
階
総
床
面
積
２
２
５
９．
１

５
㎡
、
２
階
総
床
面
積
５
９
５．
７
９

㎡
と
主
要
な
機
能
は
１
階
に
集
約
し
て

い
ま
す
。施
設
の
中
は
段
差
を
な
く
し
、

車
椅
子
用
利
用
者
駐
車
場
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
お
年
寄
り
や
障
が
い
の
あ
る

人
に
も
利
用
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
ま

た
、
図
書
館
内
を
含
め
て
十
分
な
数
と

機
能
を
備
え
た
ト
イ
レ
を
整
備
、
駐
車

場
も
44
台
分
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

交
流
部
門
（
１
４
６
７．
１
７
㎡
）

「
熊
野
市
駅
〜
記
念
通
り
〜
熊
野
古

道
・
松
本
峠
〜
鬼
ヶ
城
〜
本
町
通
り
〜

獅
子
巌い

わ

〜
花
の
窟

い
わ
や

」
の
歩
い
て
観
光
す

る
周
遊
ル
ー
ト
の
発
着
点
で
あ
り
、
観

光
客
の
滞
留
拠
点
と
な
り
ま
す
。
市
民

や
観
光
客
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
次

の
機
能
や
施
設
を
備
え
て
い
ま
す
。

主
な
機
能

生
涯
学
習
活
動
や
市
民
文
化
の
向
上

に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に

応
え
る
と
と
も
に
、
歴
史
・
自
然
・
観

光
・
産
業
な
ど
熊
野
の
魅
力
を
情
報
発

信
し
ま
す
。

主
な
施
設

○
交
流
ホ
ー
ル
（
音
楽
会
、
講
演
会
、

落
語
会
、
展
示
等
の
催
し
を
開
催
）

○
多
目
的
ル
ー
ム
　
○
研
修
室
　
２
室

○
簡
易
展
示
ス
ペ
ー
ス「
ク
マ
ノ
ミ
チ
」

「
ホ
ワ
イ
エ
」（
展
示
や
映
像
等
）

新
市
立
図
書
館
（
１
３
８
７．
７
７
㎡
）

現
図
書
館
は
、
面
積
が
１
０
８
㎡
、

蔵
書
冊
数
は
約
４
万
冊
、
座
席
数
17
席

で
す
。
１
日
平
均
１
０
０
人
以
上
の
利

用
が
あ
り
ま
す
が
、
書
架
の
間
隔
が
狭

く
て
人
が
混
み
合
う
た
め
本
が
探
し
に

く
い
、
落
ち
着
い
て
本
を
読
む
場
所
も

る
周
遊
ル
ー
ト
の
発
着
点
で
あ
り
、
観

光
客
の
滞
留
拠
点
と
な
り
ま
す
。
市
民

や
観
光
客
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
次

の
機
能
や
施
設
を
備
え
て
い
ま
す
。

主
な
機
能

生
涯
学
習
活
動
や
市
民
文
化
の
向
上

に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に

応
え
る
と
と
も
に
、
歴
史
・
自
然
・
観

光
・
産
業
な
ど
熊
野
の
魅
力
を
情
報
発

信
し
ま
す
。

主
な
施
設

○
交
流
ホ
ー
ル
（
音
楽
会
、
講
演
会
、

落
語
会
、
展
示
等
の
催
し
を
開
催
）

○
多
目
的
ル
ー
ム
　
○
研
修
室
　
２
室

○
簡
易
展
示
ス
ペ
ー
ス「
ク
マ
ノ
ミ
チ
」

「
ホ
ワ
イ
エ
」（
展
示
や
映
像
等
）

新
市
立
図
書
館
（
１
３
８
７．
７
７
㎡
）

現
図
書
館
は
、
面
積
が
１
０
８
㎡
、

蔵
書
冊
数
は
約
４
万
冊
、
座
席
数
17
席

で
す
。
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日
平
均
１
０
０
人
以
上
の
利

用
が
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り
ま
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が
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書
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隔
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に
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場
所
も
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の
間
隔
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く
て
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が
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め
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が
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に

く
い
、
落
ち
着
い
て
本
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読
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場
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も

な
い
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
本
格
的
な
図
書
館
の
建
設
が
待
ち
望

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
図
書
館
の
環
境
づ
く
り
は
も

と
よ
り
、
将
来
を
担に

な

う
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
心
を
育は

ぐ

く
む
読
書
活
動
を
推
進

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
得
る
学
び
の

場
と
し
て
新
た
な
図
書
館
建
設
を
進
め

ま
し
た
。

主
な
機
能
・
施
設

将
来
的
に
は
１
人
当
た
り
の
蔵
書
冊

数
が
県
下
で
１
位
と
な
る
18
万
冊
の
図

書
資
料
を
収
容
す
る
予
定
で
す
。

○
随
所

ず

い

し

ょ

に
、
１
８
０
席
以
上
の
閲
覧

え

つ

ら

ん

席

○
図
書
、
一
般
雑
誌
・
新
聞
、
松
岡
文

庫
、
郷
土
史
や
郷
土
作
家
の
郷
土
・

地
域
資
料
コ
ー
ナ
ー

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
　

○
児
童
コ
ー
ナ
ー（
幼
児
用
ス
ペ
ー
ス
、

授
乳
室
）

○
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
（
読
み
聞
か
せ

や
絵
本
・
紙
芝
居
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
利
用
な
ど

○
最
新
の
図
書
館
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

を
導
入
（
本
の
貸
出
・
返
却
に
Ｉ
Ｃ

タ
グ
採
用
、
自
動
貸
出
機
な
ど
）

※
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
新
図
書
館

の
利
用
は
、（
1
８
９
‐
３
６
８
６
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

オ
ー
プ
ン
行
事

10
月
３
日
（
土
）
10
時
〜
式
典
開
始

催
し

○
六
方

ろ

っ

ぽ

う

行
列
（
木
本
町
）

○
松
原
子
ど
も
竜
宮
太
鼓
（
井
戸
町
）

○
瀞
流

せ
い
り
ゅ
う

太
鼓
子
ど
も
（
紀
和
町
）

○
野
点

の

だ

て

（
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
紀
南
支

部
）
お
茶
の
ふ
る
ま
い

○
地
元
出
身
ア
ー
チ
ス
ト
演
奏
会
（
午

後
）
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
・
畠
山

洋
美
（
母
・
紀
和
町
西
山
出
身
）+

ピ
ア
ノ
伴
奏

オ
ー
プ
ン
後
の
主
な
催
し

10
月
の
ホ
ー
ル
事
業

○
10
月
４
日
（
日
）
13
時
30
分
開
演

お
気
軽
ク
ラ
シ
ッ
ク

○
10
月
16
日
（
金
）
19
時
開
演

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
（
ク
ラ
シ
ッ
ク

ジ
ャ
ズ
　
藤
井
美
智
）

展
示

○
染
師
　
奥
田
祐
斎
作
品
展
（
10
月
23

日
〜
25
日
）

○
世
界
の
凧た

こ

展
（
12
月
開
催
）

○
県
立
博
物
館
移
動
展
示
（
熊
野
古
道

関
係
）（
１
月
30
日
〜
２
月
14
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
1
熊
野
市
役
所
内
線
４
１
４
）

文
化
の
集
客
交
流
の
拠
点
に 

10
月
３
日（
土
）オ
ー
プ
ン 

熊
野
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー 
熊
野
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー 

こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た
こ
た

も
よ
お

し
ょ
か

７
月
29
日
、
市
役
所
で
、
香
酸

こ

う

さ

ん

か
ん

き
つ
「
新
姫
」
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
め
、

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
に
い
ひ
め

ち
ゃ
ん
」
が
初
披
露

ひ

ろ

う

さ
れ
ま
し
た
。

「
新
姫
」
は
、
新
鹿
町
で
発
見
さ
れ

た
お
姫
様
の
よ
う
な
か
わ
い
い
か
ん
き

つ
で
、
新
鹿
町
の
「
新
」
と
お
姫
様
の

「
姫
」
を
と
っ
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

熊
野
市
が
平
成
９
年
に
品
種
登
録
し
、

熊
野
市
で
の
み
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
穫
時
期
に
よ
っ
て
、
高
血
圧
抑
制

や
が
ん
予
防
に
有
効
な
健
康
に
よ
い
成

分
が
、
シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー
に
比
べ
て
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
約
７
０
０
㎏
収
穫
し
、
生
果

と
果
汁
（
１
０
０
ml
び
ん
ほ
か
）
を
販

売
し
ま
し
た
。
今
年
は
約
２
ｔ
を
収
穫

見
込
み
で
、
生
果
と
果
汁
に
加
え
、
ポ

ン
酢
し
ょ
う
油
や
ジ
ュ
ー
ス
で
の
販
売

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

10
月
上
旬
か
ら
の
販
売
を
控
え
、
ま

ず
地
元
で
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

一
足
先
に
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
に
い
ひ
め
ち
ゃ
ん
」

の
ポ
ス
タ
ー
を
作

製
、
さ
ら
に
ゆ
る
き

ゃ
ら
「
に
い
ひ
め
ち

ゃ
ん
」
が
登
場
し
て

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

「
に
い
ひ
め
ち
ゃ
ん
」

は
、
携
帯
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
シ
ー
ル
、

ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ
り
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ

ズ
と
と
も
に
10
月
上
旬
か
ら
本
格
的
に

Ｐ
Ｒ
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
飲
食
店
に
新
姫
の
観
賞

用
苗
木
を
無
償
で
貸
し
出
し
、
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。

河
上
市
長
は
「
『
新
姫
』
は
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
の
特
産
品
と
し
て
差
別
化
で
き

る
。
少
し
ず
つ
だ
が
生
産
も
増
え
て
お

り
、
特
産
品
化
に
向
け
て
『
に
い
ひ
め

ち
ゃ
ん
』
を
中
心
に
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

農
業
振
興
課
農
業
振
興
第
１
係

（
1
熊
野
市
役
所
内
線
４
８
２
）

熊
野
市
の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
も
Ｐ
Ｒ

「かわいらしい」と河上市長

熊
野
市
生
ま
れ
の
　
　
　

熊
野
市
生
ま
れ
の
　
　
　 

を 

ゆ
る
き
ゃ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
で
Ｐ
Ｒ

ゆ
る
き
ゃ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
で
Ｐ
Ｒ 

熊
野
市
生
ま
れ
の
　
　
　

熊
野
市
生
ま
れ
の
　
　
　 

を 

ゆ
る
き
ゃ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
で
Ｐ
Ｒ

ゆ
る
き
ゃ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
で
Ｐ
Ｒ 

熊
野
市
生
ま
れ
の
　
　
　

熊
野
市
生
ま
れ
の
　
　
　 

を 

ゆ
る
き
ゃ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
で
Ｐ
Ｒ

ゆ
る
き
ゃ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
で
Ｐ
Ｒ 

熊
野
市
生
ま
れ
の
　
　
　 

を 

ゆ
る
き
ゃ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
で
Ｐ
Ｒ 

に
い
　
ひ
め 
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「
市
民
が
主
役
、
地
域
が
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
実
践
す
る
た
め
、
平
成

16
年
度
（
紀
和
町
の
３
地
区
は
平
成
17

年
度
以
降
）
か
ら
市
内
18
地
区
で
地
域

住
民
に
よ
る
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
協
議
会
で
は
、
自
助
（
自
宅
周
辺

の
掃
除
な
ど
自
分
で
で
き
る
こ
と
）
・

互
助
（
災
害
時
に
近
所
で
助
け
合
っ
て

避
難
す
る
な
ど
）
・
公
助
（
地
元
農
産

物
等
の
直
売
所
の
整
備
な
ど
市
の
支
援

を
受
け
て
行
う
事
業
）
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
の
優
先
順
位
を
決
定
し
た

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
（
５
年

間
）」
を
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
い
て
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
に
第
１
次
地
域
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
が
５
年
目
の
最
終
年
度

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
さ
ら
に
継
続
し
発
展
を
図は

か

る
た

め
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
第
２
次
地
域

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
を
今
年
度
策
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

８
月
３
日
、
市
役
所
で
各
地
域
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
会
長
さ
ん
ら
が
出
席

し
て
「
熊
野
市
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
連
絡
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

河
上
市
長
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
活
動
が
県
内
で
も
先
進
的
な
取
り
組

み
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
平

成
19
年
に
は
毎
日
新
聞
の
「
毎
日
・
地

方
自
治
大
賞
」
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
を
紹
介
し
、
「
す
べ
て
の
要
望
に
お

応こ

た

え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
で
き
る
限
り
支
援

し
て
い
き
た
い
。
地
域
ま
ち
づ
く
り
計

画
は
５
年
で
一
区
切
り
し
た
が
、
継
続

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
会
長
さ
ん
か
ら
は
、

「
通
学
路
の
安
全
な
ど
を
啓
発
し
、

子
ど
も
見
守
り
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
ま
ち
づ
く
り
活
動
で
住
民
の
意
識

も
変
わ
っ
て
き
た
し
、
周
辺
の
地
域
に

も
子
ど
も
見
守
り
活
動
へ
の
協
力
が
得

ら
れ
て
い
る
。」

「
道
路
や
高
齢
者
の
住
宅
周
辺
の
草

刈
り
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
ま
ち
づ

く
り
活
動
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た

い
。」「
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。」

「
地
区
の
高
齢
化
が
進
み
、
子
ど
も

の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
ま
ち
づ

く
り
活
動
も
動
け
る
人
が
限
ら
れ
て
い

る
。
地
区
の
伝
統
行
事
は
、
出
身
者
に

も
声
を
か
け
て
絶
や
さ
ず
に
続
け
て
い

き
た
い
。
」
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
へ
の

助
言
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
の
た

め
に
職
員
も
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
参
加
し
て
お
り
、
事
務
局
で
は
「
職

員
も
、
も
っ
と
地
域
の
中
に
入
っ
て
活

動
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
」
と
ま
ち

づ
く
り
へ
の
協
力
を
約
束
し
ま
し
た
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
10
月
に
策

定
し
、
計
画
に
基
づ
い
て
11
月
に
は
来

年
度
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
働
事
業(

公

助)

を
選
定
の
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
長
公
室
調
整
係

（
1
熊
野
市
役
所
内
線
３
１
４
）

【
仕
事
の
内
容
】

農
林
水
産
業
の
振
興
や
移
住
交
流
・

地
域
行
事
へ
の
支
援
な
ど
集
落
の
維
持

活
性
化
の
た
め
に
活
動
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

平
成
21
年
10
月
１
日
現
在
20
歳
以
上

40
歳
未
満
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
者

①
現
在
三
大
都
市
圏
等
の
都
市
地
域
に

在
住
し
て
お
り
、
採
用
後
市
内
の
活

動
地
区
に
生
活
拠
点
を
移
し
、
住
民

票
を
異
動
で
き
る
者

②
地
域
活
性
化
に
意
欲
が
あ
り
、
集
落

に
な
じ
む
意
思
の
あ
る
者

③
農
業
に
精
通
、
も
し
く
は
興
味
の
あ

る
者

④
普
通
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る
者

【
労
働
条
件
】

任
用
期
間
１
年
（
最
大
３
年
ま
で
延

長
）
。
賃
金
日
額
７，

８
０
０
円
。
週

５
日
・
１
日
８
時
間
勤
務
。
（
月
額
15

万
〜
16
万
円
。
社
会
保
険
等
加
入
。）

【
任
用
予
定
時
期
】

平
成
21
年
10
月
中
旬
ご
ろ

【
応
募
手
続
】

履
歴
書
・
レ
ポ
ー
ト
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」

（
Ａ
４
用
紙
１
枚
程
度
）
を
提
出
。

【
応
募
期
限
】

９
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
ま
た

は
市
長
公
室
ま
で
持
参
。

【
定
住
支
援
】

雇
用
期
間
終
了
後
、
定
住
希
望
者
に

就
農
支
援
な
ど
の
定
住
支
援
を
し
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
熊
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
長
公
室
企
画
係

（
1
熊
野
市
役
所
内
線
３
１
３
）

ご
存
知
で
し
た
か
。
日
本
で
初
め
て

バ
ス
や
鉄
道
が
走
っ
た
日
を
記
念
し

て
、
９
月
20
日
は
バ
ス
の
日
、
10
月
14

日
は
鉄
道
の
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９
月
12
日
（
土
）
・
13
日
（
日
）
は
、

バ
ス
の
日
を
記
念
し
て
、
県
内
路
線
バ

ス
が
大
人
半
額
、
小
児
50
円
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
（
一
部
路
線
を
除
く
）。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
公
共
交
通
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
長
公
室
企
画
係

（
1
熊
野
市
役
所
内
線
３
１
３
）

未
来
に
残
そ
う

未
来
に
残
そ
う 

バ
ス
・
鉄
道

バ
ス
・
鉄
道 

未
来
に
残
そ
う

未
来
に
残
そ
う 

バ
ス
・
鉄
道

バ
ス
・
鉄
道 

未
来
に
残
そ
う 

バ
ス
・
鉄
道 

熊野市地域まちづくり
協議会連絡会議

　
域
ま
ち
づ
く

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

り
協
議
会 
　
域
ま
ち
づ
く

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

り
協
議
会 
地 地 　
域
ま
ち
づ
く

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

り
協
議
会 
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

地
域
の
絆
を
太
く
確
か
な
も
の
に 

き
ず
な 

◇◆◇地域まちづくり協議会の活動 ◇◆◇ 

第２次 
地域まちづくり 
総合計画 

平成26年度 

平成22年度 

平成21年度 

平成17年度 

第1次 
地域まちづくり 
協議会活動 

まちづくり協議会の未来 
｢市民が主役、 
地域が主体のまちづくり」 
を実現するための中核となり 
自らが考え実行するまちづくり 
活動をしています 

継
続
・
発
展
 

ひまわりの種まき 

住民どうしのふれあいを深め、 
行政との協働のまちづくり 

18地区で協議会発足 
地域まちづくり 
総合計画を策定 

地域の特色を生かした創意と工夫に 
あふれたまちづくり 

平成19年に、まちづくり協議会が 
「毎日・地方自治大賞」の奨励賞を受賞 

地域まちづくり協働事業として 
５年間で100の事業を実施 

創作ソーラン創作ソーラン 健康ウォーキング健康ウォーキング 創作ソーラン 健康ウォーキング 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

を
募
集
し
ま
す
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市
で
は
、
熊
野
材
を
使
用
し
た
住
宅

の
建
設
を
促
進
し
、
木
材
需
要
の
拡
大

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図は

か

る
た
め

「
木
造
住
宅
建
設
促
進
対
策
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
木
造
住
宅
を
新
築
ま
た
は
増

築
す
る
際
に
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

に
、
市
内
の
商
店
連
合
会
加
盟
店
で
利

用
で
き
る
「
レ
イ
ン
ボ
ー
商
品
券
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

募
集
要
件

●
建
物
の
柱
等
の
構
造
材
は
、
市
内
の

製
材
業
者
ま
た
は
熊
野
木
材
協
同
組

合
加
盟
業
者
の
う
ち
、
市
長
が
適
当

と
認
め
る
も
の
よ
り
納
入
さ
れ
た
木

材
を
、
お
お
む
ね
１
０
０
％
使
用
し

て
い
る
こ
と

●
施
工
業
者
は
、
市
内
の
業
者
で
あ
る

こ
と

●
建
築
床
面
積
が
15
㎡
（
4.5
坪
）
以
上

の
新
築
お
よ
び
増
築
住
宅
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
住
居
を
目
的
と
し
な

い
建
物
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
例
）
工
場
、
車
庫
、
倉
庫
、
ア
パ

ー
ト
、
賃
貸
住
宅
等
は
対
象
外

●
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住
居
部
分
が

建
築
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
で
あ

る
こ
と

●
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に
建
築
確

認
申
請
書
ま
た
は
建
築
工
事
届
出
書

を
提
出
し
た
建
物
で
あ
る
こ
と

●
市
町
村
税
が
未
納
で
な
い
こ
と

●
そ
の
他
、
市
が
定
め
る
要
綱
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

申
請
は
棟
上

む

ね

あ

げ
の
１
週
間
前
ま
で
に

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
、
紀
和
総
合

支
所
・
林
業
振
興
課
ま
た
は
市
役
所
４

階
・
農
業
振
興
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

(

1
９
７
‐
１
１
１
４)

入
所
資
格

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
理
由
に

よ
り
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ

児
童
を
み
て
く
れ
る
同
居
親
族
な
ど
が

い
な
い
場
合
で
す
。

●
ふ
だ
ん
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

●
ふ
だ
ん
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
（
自
営

業
、
農
業
、
内
職
等
）

●
親
が
い
な
い
家
庭

●
保
護
者
が
病
気
な
ど
で
保
育
で
き
な

い
状
態
に
あ
る

●
母
親
の
出
産
前
後
（
原
則
と
し
て
出

産
前
60
日
、
出
産
後
１
０
０
日
）

●
親
族
等
に
長
期
療
養
中
の
病
人
や
心

身
障
が
い
者
が
い
て
、
常
時
看
護
を

し
て
い
る

申
込
方
法

「
入
所
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
押
印
の
う
え
９
月
30
日
（
水
）

ま
で
に
希
望
す
る
保
育
所
ま
た
は
福
祉

事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ふ
だ
ん
保
育
に
携
わ
る
人

（
母
親
等
）
の
「
就
労
証
明
書
」
を
入

所
面
接
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
に
入
所
面
接
を
行
い
、
平
成
22

年
１
月
に
入
所
の
可
否
を
決
定
す
る
予

定
で
す
。

※
「
入
所
申
込
書
」
、
「
就
労
証
明
書
」

の
用
紙
は
、
福
祉
事
務
所
（
市
役
所

内
）
、
紀
和
総
合
支
所
お
よ
び
各
保

育
所
に
あ
り
ま
す

今
月
号
の
掲
載
記
事
の
中
か
ら
出
題

で
す
。

文
化
面
で
の
集
客
交
流
の
拠
点
と
な

る
「
熊
野
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が

オ
ー
プ
ン
す
る
の
は
何
月
何
日
で
し
ょ

う
か
？
お
答
え
く
だ
さ
い
。

◎
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
今
月
号
は
３

か
月
に
一
度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
の
月

で
す
。

応
募
方
法

郵
便
は
が
き
に
７
月
号
・

８
月
号
・
９
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

と
、
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
に
、
で
き
れ
ば
「
広

報
く
ま
の
」
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
、

〒
５
１
９
‐
４
３
９
２
井
戸
町
７
９
６

熊
野
市
役
所
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
10
人
に

地
元
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

締
め
切
り
　
９
月
18
日
（
金
）
必
着

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
長
公
室
広
報
広
聴
係

（
1
熊
野
市
役
所
内
線
３
２
２
）

？ 

「
広
報
く
ま
の
」
を
読
ん
で
、

地
元
産
品
を
当
て
よ
う
！

広
報
ク
イ
ズ

第
15
回

広
報
ク
イ
ズ

保
育
料

保
育
料
は
、
前
年
分
の
所
得
税
ま
た

は
前
年
度
分
の
市
町
村
民
税
の
課
税
状

況
（
生
計
を
同
じ
く
す
る
家
族
全
員
が

対
象
）
に
よ
り
、
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
祉
事
務
所
、

紀
和
総
合
支
所
お
よ
び
各
保
育
所
に
あ

る
「
保
育
所
入
所
案
内
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
事
務
所
児
童
福
祉
係

（
1
熊
野
市
役
所
内
線
１
６
２
・
１

６
３
）

福
祉
事
務
所
で
は
、
来
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

申
し
込
み
日
　
９
月
30
日（
水
）ま
で
に 

平成22年度 

保
育
所
入
所
案
内

保
育
所
入
所
案
内 

保
育
所
入
所
案
内

保
育
所
入
所
案
内 

保
育
所
入
所
案
内 

たんぽぽ保育園
新鹿保育所
木本保育所
井戸保育所
有馬保育所
金山保育所
五郷保育所
神川保育所
板屋保育所
ひまわり保育園

5
5
25
40
40
40
5
5
15
6

1～5歳

0～2歳児

市立

私立

施　設
募　集
児童数

入所可能
児童年齢

入所募集児童数（見込み）

平　日 7：50～16：00

土曜日 7：50～13：00
平　日 7：30～17：30
土曜日 7：30～12：30

7：50～17：00
7：50～18：00 ※1
7：50～17：30 ※2
7：30～19：00
7：30～17：30

市立保育所

ひまわり
保育園

保育時間（予定） 延長保育が認められた場合

保育時間（予定）

※1 市立保育所で平日18：00までの延長保育を行っているのは
木本・井戸・有馬・板屋保育所です

※2 市立保育所で土曜日17：30までの延長保育を行っているの
は井戸・有馬保育所です

熊
野
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
金
山

小
学
校
北
側
で
宅
地
造
成
し
た「
夢
が
丘

金
山
」の
宅
地
分
譲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
区
画
は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
お
り
、

区
域
内
の
道
路
の
幅
員
も
安
全
面
で
充

分
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
自
然

に
囲
ま
れ
た
ゆ
と
り
と
や
す
ら
ぎ
の
住

環
境
が
魅
力
で
す
。
ま
た
、
金
山
小
学

校
に
近
く
、
隣
接
地
に
は
金
山
保
育
所

が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

す
で
に
21
区
画
が
購
入
さ
れ
て
お

り
、
現
在
の
募
集
区
画
は
７
区
画
と
な

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
分
譲
条
件

購
入
後
の
建
築
期
間
制
限
（
５
年
以

内
）
や
転
売
制
限
期
間
（
10
年
間
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

○
申
込
方
法

希
望
区
画
を
選
び
、
申
込
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
役
所
市
長
公
室
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】

熊
野
市
土
地
開
発
公
社
（
市
役
所
市

長
公
室
内
）

（
1
熊
野
市
役
所
内
線
３
１
４
）

11 246.87 74.67 23,600 5,826,132

12 246.63 74.60 23,600 5,820,468

19 255.00 77.13 23,600 6,018,000

20 254.97 77.12 23,600 6,017,292

22 263.90 79.82 23,600 6,228,040

27 299.96 90.73 23,600 7,079,056

28 281.28 85.08 24,200 6,806,976

区

画

面積 分譲単価
(㎡あたり)

分譲価格
(円)m2 坪

← 至金山小学校　　市道

熊
野
材
を
使
っ
て 

木
造
住
宅
を
建
て
て
み
ま
せ
ん
か 

木
造
住
宅
建
設
促
進
対
策
事
業 

15
㎡
〜
50
㎡
未
満
は
10
万
円
分
、 

50
㎡
以
上
は
30
万
円
分 

夢
の
あ
る
あ
た
た
か
い
ま
ち 
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【問い合わせ】環境対策課企画管理係（1８９-２８０４）

対　象（※対象者には個人通知します）

●初　回：生後３～９か月（平成21年1月1日～5月31日生まれ）

●追　加：生後10～15か月（平成20年6月1日～12月31日生まれ）

●その他：生後３か月～7歳6か月未満でこれまでに2回のポリオ予

防接種を受けていない子ども

持ち物 記入済みの予診票と母子健康手帳

対象地区 ところと　き

※他の予防接種との間隔や体調不良等の理由により対象地区の会場へ来られない場合は、他の会場でも受けるこ
とができます
※熊野市以外の会場を希望する人は、ワクチンの準備上、必ず健康・長寿課にご連絡ください

新鹿・磯崎・井戸・紀和

紀宝町

御浜町

御浜町

紀宝町

御浜町

木本・久生屋・金山

紀宝町

予備日

09月08日（火）

09月08日（火）

09月10日（木）

09月25日（金）

09月29日（火）

10月06日（火）

10月15日（木）

10月20日（火）

10月27日（火）

13：15～13：45

15：30～16：00

14：15～14：30

13：45～14：00

15：30～16：00

13：45～14：00

13：15～13：45

15：30～16：00

13：15～13：45

熊野市保健福祉センター

紀宝町保健センター

御浜町福祉健康センター

御浜町福祉健康センター

紀宝町保健センター

御浜町福祉健康センター

熊野市保健福祉センター

紀宝町保健センター

熊野市保健福祉センター

【問い合わせ】健康・長寿課保健予防係（1８９-３１１３）

ポリオ 

無料無料 
予防接種 

ポリオ 

無料 
予防接種 

●
実
施
期
間
【
全
24
回
予
定
】

10
月
〜
12
月
（
３
か
月
）

●
場
所
・
実
施
日
・
時
間
・
定
員

①
熊
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
井
戸
町
）

実
施
日
　
毎
週
２
回
（
火
・
金
）

時
　
間
　
10
時
〜
11
時
30
分

定
　
員
　
15
人
（
最
少
決
行
人
数
10
人
）

※
神
川
町
・
育
生
町
の
人
は
送
迎
あ
り

②
熊
野
市
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
紀
和
町
板
屋
）

実
施
日
　
毎
週
２
回
（
月
・
木
）

時
　
間
　
10
時
〜
11
時
30
分

定
　
員
　
10
人
（
最
少
決
行
人
数
５
人
）

※
湯
ノ
口
・
西
山
地
区
の
人
は
送
迎
あ
り

●
対
象
者
（
左
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
）

・
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

・
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

・
医
師
か
ら
運
動
制
限
等
の
指
導
を
受
け
て
い
な
い
人

・
申
し
込
み
の
６
か
月
前
ま
で
に
心
臓
疾
患

し

っ

か

ん

や
脳
血
管

疾
患
な
ど
に
な
っ
て
い
な
い
人

※
参
加
に
は
医
師
の
許
可
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す

●
参
加
費

５，
０
０
０
円
（
３
か
月
・
保
険
料
含
む
）

※
保
険
料
を
除
く
と
１
回
あ
た
り
１
７
５
円
で
す

●
申
込
期
間

９
月
10
日
（
木
）
〜
25
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
（
1
８
９
‐
５
０
０
０
）

高
齢
者
向
け 

高
齢
者
向
け

高
齢
者
向
け 

高
齢
者
向
け 

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

第
３
期

第
３
期 

参
加
者
の
募
集

参
加
者
の
募
集 

第
３
期 

参
加
者
の
募
集 

市では、地域住民の皆さんとのパートナーシップによって、道路や公園などの環境美化活動を推進

する「環境美化ボランティア推進事業」（アダプトプログラム制度）を実施しており、随時、活動団
体を募集しています。

○アダプトプログラムとは
住民団体などが里親となって、公園や道路など公共施設の一定区画を「養子」として見立て、わが
子のように愛情を持ってお世話（清掃、草刈など）していただく、新しい「まち美化プログラム」で
す。自治体との合意のもとに、自発的なグループに行っていただくこの方式はアメリカで始まり、現
在では全国的にも多くの自治体で取り入れられています。

○市が活動を支援します
・清掃等に必要なごみ袋や用具は、市で支給または貸与させていただきます。

・希望により、団体名を記した看板を設置します。

・活動中の事故に関しては、市民総合賠償保険が適用されます。

募集の内容
●応募資格

市内にお住まいで、継続的に活動を行うことができる個人または住民団体です。ただし、

活動を行おうとする区画で他の制度によって補助金等を受けている団体は除きます。

●活動内容

道路や公園などの公共の場所での清掃、除草、不法投棄の情報提供などです。活動を行っ
ていただく場所と回数は自分たちで決めてください。集めたごみは集積所へ出していただく
か、大量の場合は、直接、熊野市クリーンセンターまたは有馬処分場へ持ち込んでください。

●支援内容

ほうき・ちりとり・軍手・ごみ袋・草刈機などを支給または貸与します。サインボード
（啓発用看板）の設置は市で行います。

●応募方法

環境対策課（熊野市クリーンセンター内）と市民保険課に設置している「環境美化ボラ
ンティア推進事業申込書」に必要事項を記入して、環境対策課に提出してください。

公園や道路等 

（養子） 

一定区画の公共の場所 

・清掃、除草 
・情報提供　など 

ボランティア団体等 
（里親） 

市 

・清掃用具の提供 
・サインボードの設置 
・集めたごみの受け入れ 

アダプト 

合意 

協働 

～ごみをなくして 
　花のあるまちに～ 

サインボード 

この○○は私たちが 
きれいにします 

○○○○会 
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市
で
は
、
語
学
力
や
国
際
感
覚
に
す
ぐ
れ
た
児
童

生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
新
し
く
２
人
が
着
任
し
ま
し
た
。
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
ケ
ア
・
ス
ミ
ス
さ
ん
（
写
真
右
）

と
カ
ナ
ダ
出
身
の
ア
リ
ソ
ン
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
さ
ん

（
写
真
左
）
で
す
。

２
人
は
昨
年
着
任
し
た
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク

さ
ん
（
通
称
　
ケ
イ
テ
ィ
ー
）
と
と
も
に
、
９
月
か

ら
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
で
英
語
の
授
業
や
国
際
理

解
教
育
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
1
熊
野
市
役
所
内
線
４
１
３
）

ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
に
潤

う
る
お

い
と

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
飼
い
主
の

マ
ナ
ー
違
反
に
よ
っ
て
、
地
域
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
動
物
愛
護
週
間
を

機
会
に
、
ペ
ッ
ト
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

動
物
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

飼
い
主
は
、
ペ
ッ
ト
の
習
性
や
生
理
を
理
解
し
、

最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

ペ
ッ
ト
を
飼
う
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
し
つ
け
を
正
し
く
し
ま
し
ょ
う

・
動
物
の
も
つ
感
染
症
な
ど
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
ち
ま
し
ょ
う

・
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

・
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
子
犬
や
子
猫
が
産
ま
れ
て
も
飼
え
な
い
場
合
は
、

不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
・
長
寿
課
庶
務
係
（
1
８
９
‐
３
１
１
３
）

職
　
　
種

●
事
務
職
　
２
名
程
度

●
助
産
師
　
　
若
干
名

●
看
護
師
　
　
若
干
名

受
験
資
格

●
事
務
職

・
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
ま
た
は
平
成
22
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

・
平
成
21
年
８
月
１
日
現
在
で
、
南
郡
・
熊
野
市
に
住

所
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
父
母
が
南

郡
・
熊
野
市
に
住
所
を
有
す
る
者

・
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

●
助
産
師
・
看
護
師

・
助
産
師
は
昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

・
看
護
師
は
昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

・
有
資
格
者
ま
た
は
平
成
22
年
３
月
卒
業
予
定
者
で
資

格
取
得
見
込
み
の
者

（
共
通
事
項
）

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者

受
付
期
間

８
月
24
日
（
月
）
〜
９
月
18
日
（
金
）

受
付
場
所

紀
南
病
院
総
務
課
（
本
館
４
階
）

試

験

日

10
月
18
日
（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
南
病
院
総
務
課

（
1
０
５
９
７
９
‐
２
‐
１
３
３
３
）

開始から２年目を迎えた特定健診。昨年は健診を受けられましたか？

また、結果はどうでしたか？

私たちの健康をおびやかす、心臓病、脳卒中、糖尿病…。これらの生

活習慣病は、特に症状なく進行するもので、異常を確認するためには毎

年の健診が欠かせません。特定健診は、生活習慣病であるメタボリック

シンドロームの該当者または予備群となる人を早期に発見し、改善のた

めの支援を行うことを目的とした健診です。

40歳～70歳の人で、熊野市の国民健康保険に加入している人には、６月末に受診券を送付済みで

す。受診料は500円です。受診期間は7月～11月となっています。健診項目は昨年から血液検査の中

で腎機能検査と尿酸代謝検査が追加されました。

特定健診を受診された人の中から抽選で３万円×10本、１万円×20本のレインボー商品券をプレ

ゼントします。ぜひ、特定健診を受診してください。

※75歳以上の人は長寿健診に該当します。三重県後期高齢者医療広域連合から７月に受診券が送

付されています。昨年は、生活習慣病に罹患
り か ん

し、すでに医療機関で受診している人は長寿健診を

受診することができませんでしたが、今年は受診できるようになりました。

紀
南
病
院
で
は
、
平
成
22
年
４
月
採
用
の
職
員
募
集
し
ま
す
。

平
成
22
年
４
月
採
用

紀
南
病
院
職
員
募
集

特定健診がはじまりました！

国民健康保険被保険者証の
更新時期です
国民健康保険被保険者証（保険証）が10月１日で更新となります。新

しい保険証は9月末に世帯主あてに郵送します。

保険証の形は去年と同じ１人１枚のカード様式で、色は薄い青色です。

【問い合わせ】市民保険課保険年金係（1熊野市役所内線１２２・１２３）

【くまの、見とく・知っとく・わかっとクイズ】

熊野市のことを広く、気軽に学んでもらうため、熊野市の自然や歴史、文化などを毎号クイズ形式

で出題しています。平成22年３月に開催予定の『クイズ検定』を目指してがんばりましょう！

●広報９月号問題（解答はＰ18に掲載しています）

（Ｑ１）この地方にも甚大な被害をもたらした伊勢湾台風が来た年はいつ？

①昭和32年 ②昭和33年 ③昭和34年 ④昭和35年

（Ｑ２）友釣りやチョンガケで獲る川魚といえば？

①ハヤ ②ウナギ ③イワナ ④アユ

（Ｑ３）紀和町丸山地区にある「丸山千枚田」の水田（平成20年現在）は全部で何枚ある？

①約700枚 ②約1,000枚 ③約1,300枚 ④約1,600枚

【問い合わせ】教育委員会社会教育課（1熊野市役所内線４１５）

９
月
20
〜
26
日
は
動
物
愛
護
週
間 

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が 

　
　
着
任
し
ま
し
た

　
　
着
任
し
ま
し
た 

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が 

　
　
着
任
し
ま
し
た

　
　
着
任
し
ま
し
た 

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が 

　
　
着
任
し
ま
し
た

　
　
着
任
し
ま
し
た 

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が 

　
　
着
任
し
ま
し
た 

◆市民保険課からのお知らせ◆
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・

団
体
名

木
本
リ
ト
ル
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

・

活
動
日

毎
週
火
・
水
・
土
・
日
曜
日

・

場
　
所

木
本
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・

団
　
員

20
名

昨
年
度
、
十
数
年
ぶ
り
に
復
活
し
て
２
年
目
の
少
年
野
球
の
団

体
で
す
。
山
口
博
文
代
表
を
は
じ
め
、
瀬
古
忠
史
監
督
、
橋
屋
順

二
コ
ー
チ
、
畑
井
信
悟
コ
ー
チ
の
指
導
の
も
と
、「
元
気
良
く
大
き

な
声
を
出
す
」「
何
事
も
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
女
子
選
手
が
６
人
お
り
、
男
子
児
童
に
負
け
じ
と
活
躍

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
２
年
生
以
下
の
８
人
も
、
小
さ
い
身

体
な
が
ら
一
生
懸
命
練
習
に
つ
い
て
い
っ
て
お
り
、
幼
稚
園
児
か

ら
小
学
６
年
生
ま
で
が
一
体
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
で
は
新
規
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
気
軽
に
練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

私
は
今
年
４
月
か
ら
熊
野
に

帰
り
、
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
何
年
か
ぶ
り
に

帰
る
熊
野
で
の
生
活
に
対
し
、

私
は
「
退
屈
な
日
々
が
ま
た
始

ま
る
」
と
思
い
描
い
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
を
優
し
く
受

け
入
れ
て
く
れ
た
職
場
の
方
々

や
知
人
・
友
人
か
ら
、
私
は
改

め
て
熊
野
の
大
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
、
そ
し
て
、
そ
こ
で
生
き

る
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

私
事
で
す
が
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

熊
野
に
帰
っ
て
き
た
あ
る

日
、
知
人
が
ケ
ン
ケ
ン
漁
で
カ

ツ
オ
釣
り
に
連
れ
て
い
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
沖
合
15
マ
イ
ル
で

見
る
海
の
色
は
黒
潮
の
流
れ
に

よ
っ
て
実
際
に
黒
っ
ぽ
い
、
美

し
い
青
色
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
し

た
？
美
し
い
海
の
色
と
は
、
こ

の
色
な
ん
だ
と
大
変
感
動
し
ま

し
た
。

次
に
、
私
が
始
め
て
出
合
っ

た
、
ソ
ー
ラ
ン
の
踊
り
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
は
、
物
理
的
な
意
味
や
動
力

資
源
と
い
う
意
味
の
他
に
「
物

事
を
成
し
遂と

げ
る
気
力
・
活

力
・
勢
力
」
と
い
う
意
味
が
あ

る
よ
う
で
す
。

ソ
ー
ラ
ン
の
踊
り
に
は
老ろ

う

若
に
ゃ
く

男
女

な

ん

に

ょ

の
方
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
い
ざ
踊
り
が
始

ま
る
と
、
年
配
の
方
々
も
と
て

も
力
強
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢あ

ふ

れ
、
か
っ
こ
よ
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
！
そ
し
て
、
そ
の
ソ

ー
ラ
ン
の
踊
り
を
さ
れ
て
い
る

方
か
ら
「
勝
ち
負
け
を
決
め
る

の
で
は
な
い
。
自
分
と
み
ん
な

が
楽
し
め
る
よ
う
に
踊
る
。
」

と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
格
差
社

会
、
競
争
社
会
と
言
わ
れ
る
今

の
世
の
中
で
も
、
こ
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
の
だ

と
、
私
は
ま
た
一
人
で
感
動
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
も
い
つ
か
、
ソ
ー
ラ
ン
の

踊
り
の
よ
う
に
力
強
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
溢
れ
、
自
分
だ
け
で
な

く
周
り
の
人
々
と
一
緒
に
楽
し

く
生
き
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
素
晴
ら
し
い
自

然
が
残
る
、
熊
野
と
い
う
地
域

の
活
性
化
に
微
力
で
す
が
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、
井
戸
町
の
下
平
順

子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

▲われら木本リトルジャイアンツ！

▲橋屋コーチの熱心な指導

く
ま
の

く
ま
の 

倶
楽
部

倶
楽
部 

く
ま
の

く
ま
の 

倶
楽
部

倶
楽
部 

く
ま
の

く
ま
の 

倶
楽
部

倶
楽
部 

く
ま
の 

倶
楽
部 

こ
の
「
く
ま
の
倶
楽
部
」

で
は
、
市
内
で
活
動
す
る

団
体
・
ク
ラ
ブ
な
ど
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

熊
野
の
自
然
、
そ
し
て
、

そ
こ
に
住
む
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

小久保　勝弘
有馬町

くまのまの 
ペンリレーレー 
くまの 
ペンリレー 
くまの 
ペンリレー 
くまの 
ペンリレー 

No.45

No.

21
がんは、昭和56年以降、27年にわたり、日本人の死因の第1位となっています。

がんによって亡くなった人は、平成19年には33万6千人に達しており、この人数は交通事故で亡

くなった人の50倍にもなります。

しかし、がんによる死亡者が多いにも関わらず、がん検診の受診率はまだまだ低いというのが現状

です。

平成19年の国民生活基礎調査によると、受診しなかった人の半数以上が「心配ならいつでも受診

できる」、「時間が取れない」などの理由を挙げています。

〈症状が出てからでは受診は遅い？〉

初期のがんは、ほとんどの場合自覚症状がありません。「心配な症状がある」というような状態に

なれば、すでに病状がかなり進行している可能性もあります。

自分自身のためにも、家族のためにも、がん検診に関心を持ち、定期的に検診を受けましょう。

〈なぜ早期発見することが必要なの？〉

がんの診断、治療法は急速に進歩しています。初期のうちに見つければ、治る確率は高く、完治す

ることも可能です。

また、がんを早く見つけ、早期に治療できれば、以下のようなメリットがあります。

①手術が簡単にすむ

②放射線治療、薬剤治療など治療期間が短くてすむ　　　　　　　

③入院日数が短くてすむ

④経済的負担が少なくてすむ

⑤治療後の日常生活への影響が少なくてすむ

⑥家族への負担が少なく、職場復帰も早くできる

〈がん検診を受けましょう〉

10月に下記の集団検診を予定していますので、ぜひお申し込みください。

なお、10月以降の日程についても随時受付しています。詳しくは、4月号広報に折り込みの「がん

検診カレンダー」をご覧ください。

10／05（月）

10／19（月）

10／20（火）

日　程 場　　所
受　付　時　間

乳がん 胃がん 大腸がん

熊野市保健福祉センター

熊野市紀和保健センター

熊野市保健福祉センター

（超音波検査）

二木島バス停横

10：00～11：00 10：00～11：00

13：30～15：00 13：30～15：00

09：30～11：00

13：00～15：00

07：30～09：00 07：30～09：00

【問い合わせ】健康・長寿課保健予防係（189‐3113）

※交通手段のない人は送迎の相談に応じますので、お問い合わせください

パート 3

がん検診を受けていますか？「９月はがん征圧月間です」
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８月３日夜、７年連続で三重県吹奏楽
すいそ う が く

コン

クールに優勝し、今年も東海大会への出場を

決めている、三重県立白子高校吹奏楽部の

「サマーコンサートin熊野」（熊野市教育委員

会主催）が熊野市民会館ホールで開催されま

した。同校吹奏楽部は７年前から熊野市で音

県下トップクラスの実力を披露
ひ ろ う

夏の恒例イベントとして定着した「紀伊

半島太鼓フェスタin熊野」が、８月２日、

木本町の記念通りで行われました。

今年は、地元のほかベルギーや埼玉県秩

父市、奈良県等から複数の太鼓グループの

参加もあり、観客は太鼓のパフォーマンス

を存分に楽しみました。

フィナーレの「木本節組曲」では、暑さ

を吹き飛ばすように、参加者も観客も一体

となって大いに盛り上がりました。

祭だ！わっしょい！

８月２日、マラソンランナーの有森裕子さんを迎えて、

県立熊野古道センター主催の熊野古道世界遺産登録５周年

記念事業「健康ウォーク＆トークショー」が開催されまし

た。健康ウォークは約30人が参加し、松本峠や花の窟
いわや

を歩

きました。トークショーは里創人
り ぞ う と

熊野倶楽部
く ら ぶ

で行われ、多

くの人が有森さんの話に耳を傾けました。

有森さんは「高校時代は実績を上げられなかったが、毎

日の地道な練習が今の基礎となっている。」と話し、アトラ

ンタオリンピックで銅メダルをとったときの言葉で、当時

の流行語にもなった『自分で自分をほめてあげたい』は

「高校時代にある文集で読んでいつか言えるようになりたい

と思っていて、そのときにふっと出た言葉です。」と語って

いました。健康づくりについて聞かれると「歩くことが基

本です。自分の体と対話しながら、無理なく継続してでき

ることをしてください。」と答えていました。

毎日の練習が「がんばれる力」になりました！

８月17日（月）、夏の終わりを告げる熊野大花

火大会が七里御浜海岸で予定通り開催されました。

心地良い風が吹く絶好のコンディションの中、

恒例の鬼ヶ城大仕掛けや三尺玉海上自爆のほか、

今年は「熊野古道世界遺産登録５周年記念花火」

が打ち上げられました。

会場に集まった15万人の観衆は、夜空を彩
いろど

る華

麗な花火に歓声を上げていました。

熊野市といえばやっぱり熊野大花火大会！

８月16日（日）、木本町・本町通りで「古道

通り夜市」が開催されました。

歩行者天国となった本町通りでは、車の通

行を気にすることなく、用意された多くの縁

台や椅子に座ってビアガーデンや屋台の食べ

物を楽しんだり、盆踊りや金魚すくいなどの

催しに参加する数千人もの人で非常に盛り上

がりを見せました。

通りを埋めつくす人・ひと・ヒト！

楽合宿を行っており、今年も130人の部員が参加しま

した。コンサートは、クラシックからアニメやＴＶ

ドラマの主題歌などおなじみの曲が多数披露されま

した。演奏だけでなく元気いっぱいのダンスなどに

よる演出でも観客を魅了し、会場から割れんばかり

の拍手が送られました。
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INFORMATION

９月11日は「警察安全相談

の日」です。

警察では、犯罪の被害や事件

等の未然防止に関する相談を受

け付けています。

緊急の事件・事故以外の相談

については、１１０番通報では

なく、最寄
も よ

りの警察署、または

＃９１１０番をご利用くださ

い。

◆警察相談専用電話

＃9110（全国共通）または、

1０５９－２２４－９１１０
◆受付時間 ９時～１７時

（土日祝祭日を除く）

◆申込期間

９月14日(月)～10月2日(金)

◆入札日

10月8日(木)13時30分

◆入札会場

市役所4階第4会議室

◆物件 新鹿町字湊1204番6、

同所1204番7の市営住宅跡　

地（建物も含む）

◆現地説明会

9月16日(水)13時30分から

現地

詳しくは、お問い合わせくだ

さい。

平成20年中に法務省の人権

擁護
よ う ご

機関が新規に救済手続きを

開始した人権に関する事件は

21,412件あり、社会的に弱い

立場にあるとされる高齢者、障

がい者が被害者となるケースが

増えています。

そのため、高齢者や障がい者

をめぐるさまざまな人権問題の

解決を図
はか

る取り組みを強化する

ため、全国いっせいに「高齢

者・障がい者の人権あんしん相

談」強化週間を実施します。

◆と　き

９月６日（日）～12日（土）

８時30分～19時

（土・日は10時～17時）

◆相談電話（津地方法務局）

1059－228－4711

熊野市ふれあいコンサート

沖縄はいさい歌舞団

熊野市民会館
（185－3742）

警察相談専用電話

～安心の警察相談 ＃9110～

熊野警察署（188－0110）
紀宝警察署（10735－33
－0110）

市有物件（土地建物）の売却

総務課管財契約係
（1熊野市役所内線305・332）

「高齢者・障がい者の人権

あんしん相談」強化週間

津地方法務局人権擁護課
（1059－228－4193）

◆募集科目 現代文・国語基

礎・地理Ａ・数学Ⅱ・理科基

礎・体育・書道Ⅱ・英語Ⅱ・

情報処理（画像処理等)

◆受講料等 1 科目あたり

1,700円（半年間） 他に実

習費が必要な科目あり　

※誰でも受講できます

◆受付期間・場所

9月16日（水）～25日（金）

木本高校事務室

◆説明会

10月1日（木）

詳しくは、お問い合わせくだ

さい。

お 知

ら せ

お 知

ら せ
熊野市文化交流センター

オープン記念行事

人形劇公演

教育委員会社会教育課
（1熊野市役所内線415）

木本高校定時制

21年度後期科目履修生募集

木本高校定時制職員室
（189－6244）

人のうごき
（平成21年８月１日現在）

人口 20,412人（－012）

男 9,499人 （－09）

女　 10,913人 （－03）

世帯数 10,021世帯 （－04）
※（ ）は前月比

平成21年度
固定資産税第３期と

国民健康保険税第４期、

後期高齢者医療保険料

(普通徴収)第３期の

納期限は

９月30日(水)です

税務課収納係
（1熊野市役所内線142・143）

な か よ し 広 場

出前なかよし広場

園　庭　開　放

子育てを応援します 保育所に入るまでの子どもと保護者が対象です。
気軽に参加してください。

09月08日（火）10：00～11：30

09月16日（水）10：00～11：30

09月15日（火）10：00～11：30

09月29日（火）10：00～11：30

10月06日（火）10：00～11：30

子育て支援センター

神川保育所

子育て支援センター

（※9月29日は雨天中止）

【問い合わせ】 子育て支援センター（井戸保育所内） 1 89‐1345

各 種 相 談 と　き ところ

年　 金　 相 談
尾鷲社会保険事務所

（10597－22－2340）

交 通 事 故 相 談
市民保険課生活安全相談係

（1熊野市役所内線133）

暮らしのなんでも相談
市民保険課生活安全相談係

（1熊野市役所内線133）

児　 童 相　 談
福祉事務所児童福祉係

（1熊野市役所内線162）

農　 家　 相 談
農業委員会事務局

（1熊野市役所内線451）

10月07日（水）

10：00～14：00

09月11日（金）
09：00～13：00
要予約

10月09日（金）
09：00～13：00
要予約

9月
9日
（水）

10：00～
12：00

13：00～
15：00

09月24日（木）

10：00～15：00

10月05日（月）

08：30～17：00

熊野市役所４階

第４会議室

熊野市役所

市民保険課

久生屋公民館

金山多目的集会所

熊野市役所

福祉事務所

熊野市役所

農業委員会事務局

東紀州自衛官募集事務連絡会（市民保険課生活安全相談係内 1熊野市役所内線133）

平成22年春採用予定の防衛大学校等学生を募集します。
一般の大学と同じ学位が授与される防衛大学校学生、医師免許取得を目指す防衛医科大学校学生が
あります｡

防衛大学校等学生の募集

種　目

防 衛 大 学 校

防衛医科大学校

2等陸・海・空士
（任期制隊員）

受付期間

一般
9月7日～

10月2日

9月7日～
10月2日

年間を通じて受け付け
をしています

試験日
１次
11月7・8日

２次
12月15日～19日

１次
10月31日・11月１日

２次
12月2日～4日

受付時にお知らせします

受験資格

高卒（見込みを含む）21歳未満
の者

高卒（見込みを含む）21歳未満
の者

18歳以上27歳未満の男子



【19】 【18】

健康・長寿課 9 7 - 0720
(紀 和 保 健 セ ン タ ー） 

8 9 -8 9 - 3111138 9 - 3113
(熊野市保健福祉センター） 

お知らせ 

KOSODATEKOSODATE

◆と　き 09月18日（金）13：00～15：00

10月 2日（金）10：00～12：00

◆ところ 熊野市保健福祉センター

◆対　象 乳幼児（おおむね4歳まで）とその保護者

◆内　容 身体計測、子育ての相談（発達・食事など）

◆持ち物 母子健康手帳

すくすく親子相談

◆と　き 9月12日（土）13：30～16：30

◆ところ 御浜町役場1階会議室1

◆内　容 「こころの健康相談」（要予約、無料）

（熊野病院　福田衆一院長）

◆対象者 こころに悩みをもつ人とその家族など

◆申込方法 09月09日（水）までに熊野保健所事

務所健康増進課（189－6115）にお

申し込みください

◆と　き 9月26日（土）13：00～16：00

◆ところ 三重県総合文化センター

◆内　容 ①認定看護師による相談コーナー、

②進路相談・就職相談、③保健師・助産

師・看護師体験、④スタンプラリー

◆問い合わせ

(社)三重県看護協会事務局

（1059－225－1010）

こころの健康相談 みえ看護フェスタ2009

～ふれてみて！「家族」をとりまく看護のひかり～

どんぐり広場

◆と　き 9月14日（月）9：30～11：30

9月28日（月）9：30～11：30

◆ところ 熊野市保健福祉センター

◆内　容 保育所等に入るまでの子どもとその保護

者が、お友だちをつくったり、気軽に交

流できる場です

新 刊 新 刊 案内案内 案内 

読書教室（おはなし会）９月12日（土）、26日（土）14：00～15：00
古典文学鑑賞講座　　　９月 9日（水) 19：30～21：00

※日時が変更される場合が

あります。確認のうえ参

加してください。

熊野市立図書館熊野市立図書館 熊野市立図書館熊野市立図書館 熊野市立図書館 開館時間/9：00～19：00 
休館日/月曜日・月末 189－3686

紀和コミュニティセンター紀和コミュニティセンター 紀和コミュニティセンター紀和コミュニティセンター 紀和コミュニティセンター 開館時間/9：00～17：00 
休館日/月曜日 197－0051

秋の熊野市文化交流センター内新館のオープンまで閉館いたします。

ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いします。

【書名】 【著者】

あいうえおべんとう 山岡　ひかる

【書名】 【著者】

猫のたま駅長 西松　　宏

どじょうのくろちゃん 高家　博成

9 月

図書館行事図書館行事 図書館行事図書館行事 図書館行事 

お名前　　生まれた日

波田須町
小鷺　海人 07．24 秀司
木本町
田悠之介 07．22 典彦
有馬町

和田　尚大 06．22 慎一郎
湊　まゆ花 07．13 正行
湊　愛美琉 07．14 伸喜
大江　朋輝 07．22 秀朋

久生屋町

小林　莉華 07．18 良成
牧野美喜子 07．20 武雄
山川　栞奈 07．25 晃央
田中　大羽 07．27 宏明
紀和町

仮家　空翔 07．10 孝行

父または
母の名

お名前　　　 年齢

二木島里町
中　　定 （87） 07 ．13
二木島町
中西たまゑ （90） 07 ．25
平石　 八 （92） 07 ．26

遊木町

大川 じゑ （94） 07 ．25
濱中　幸夫 （78） 08 ．08

波田須町

南　　規男 （77） 07 ．15

磯崎町

古城　 美 （70） 07 ．16

木本町

山本　敏子 （86） 07 ．18

井戸町

畑中　充正 （67） 07 ．12
岩 剛宏 （77） 08 ．03
下岡みさ子 （70） 08 ．04

有馬町

畑中千榮子 （88） 07 ．11
岩本　光生 （73） 07 ．31

久生屋町

湊　くすゑ （100） 07 ．15
溝口千代子 （80） 07 ．25

飛鳥町

齋道キミエ （93） 07 ．25

紀和町

橋爪　松郎 （94） 07 ．11
藪之本正美 （93） 07 ．14

亡くな
った日

※平成21年7月11日～8月10日受付分
市内に住所を有し、掲載に承諾

しょうだく

して
いただいた人を載

の

せています。

紀和診療所 19797‐07100710紀和診療所 19797‐07100710197‐0710紀和診療所 

９月08日（火）

小森、西山地区

５月09日（水）

上川、楊枝、小船地区

５月29日（火）

小森、西山地区

５月30日（水）

上川、楊枝、小船地区

時間外・休日の

紀和診療所への

急病の問い合わせは、

197－1111

紀和総合支所当直まで

午後休診日

紀和町内出張診療

※上記以外で、木・土・日・

祝日は終日休診します

09月13日

09月20日

09月21日

09月22日

09月23日

09月27日

10月04日

尾辻内科クリニック

尾呂志診療所

あすか診療所

御浜はないクリニック

紀和診療所

寺本クリニック

井本医院

大久保医院

和田医院

島崎整形外科医院

荒坂診療所

須崎医院

大石医院

谷口クリニック

185－2021

105979－4－1014

184－0562

105979－2－4976

197－0710

10735－32－0005

186－0016

105979－2－3265

185－3668

189－3739

187－0626

105979－2－0005

185－2043

105979－2－4333

(井戸町) 

(御浜町)

(飛鳥町)

(御浜町)

(紀和町) 

(紀宝町) 

(新鹿町)

(御浜町)

(井戸町)

(有馬町)

(二木島町)

(御浜町)

(井戸町)

(御浜町)

※変更になる場合があります。確認のうえ受診してください。

休日の当番医 休日の当番医 診療時間診療時間 9 9：0000～1717：0000診療時間 9：00～17：00休日の当番医 
お 誕 生

お く や み

P11【くまの、見とく・知っとく・わかっとクイズ】の解答

(1)  ③　　　(2)  ④　　　　(3)  ③

※慶長6年（1601年）の浅野氏検地では、7町
ちょう

1反
たん

8畝
せ

の記録があり、

2,240枚の水田が造成されていたとされています
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　 掲載希望者は、誕生日の前月5日までに 

市長公室広報広聴係へ 満一歳のお子さまの写真を満一歳のお子さまの写真を 
掲載してみませんか？掲載してみませんか？ 
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（
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動
物
を
観
察
し
て
い
る
と
、
た
ま
に
面
白
い
光
景
を
目
に

し
ま
す
。
鏡
を
見
て
い
る
姿
も
そ
の
ひ
と
つ
。
こ
の
４
コ
マ

漫
画
に
登
場
し
て
い
る
猫
も
、
鏡
に
映
っ
て
い
る
の
が
ま
さ

か
自
分
自
身
だ
と
は
考
え
も
つ
か
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。




